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こ。t
 

十
七
日
（
二
十
八
日
は
日
付
の
記
載
の
み
）
の
記
事
を
収
め
る
。
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「
金
花
堂
」
銘
黒
罫
紙
を
料
紙
と
し
、
薄
茶
色
の
表
紙
を
付
け
て
袋
綴
じ
さ

元
治
元
年
(
-
八
六
五
）
七
月
十
日
か
ら
慶
応
元
年
(
-
八
六
六
）

元
治
元
年
七
月
九
日
で
終
わ
る
第
三
冊
を
受
け
、

3
)
、

れ
て
い
る
。

丁） 法
量

海
舟
日
記
第
四
冊

解

説

八
月
二

第
四
冊
に
も
、
「
海
舟
日
記
抄
」
編
纂
時
に
抄
出
箇
所
を
指
示
し
た
と
お
も

わ
れ
る
付
箋
が
数
枚
残
っ
て
お
り
、
そ
の
記
載
内
容
は
、
本
文
上
欄
に
掲
載
し

元
治
元
年
七
月
十
日
か
ら

書
き
出
さ
れ
る
。
時
に
海
舟
は
大
坂
と
神
戸
の
間
を
動
い
て
お
り
、
佐
久
間
象

山
の
暗
殺
さ
ら
に
禁
門
の
変
と
、
激
動
す
る
京
都
の
情
剪
を
伝
え
聞
き
、
記
録

に
と
ど
め
て
い
る
。
と
く
に
禁
門
の
変
に
つ
い
て
は
、
後
か
ら
情
報
を
得
た
と

思
わ
れ
る
京
都
の
様
子
を
記
し
た
下
げ
紙
を
本
文
の
上
に
貼
付
し
（
口
絵
写
真

さ
ら
に
上
欄
に
は
海
舟
が
収
集
し
た
京
都
の
風
評
や
書
付
の
写
し
等
が

多
く
補
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
時
海
舟
は
、
「
御
急
務
」
と
題
し
て
、
長

後
、
朝
廷
が
下
し
た
長
州
征
討
令
を
受
け
、
幕
府
が
任
じ
た
征
長
総
督
尾
張
藩

一
方
、
禁
門
の
変
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神
戸
海
軍
操
練
所
お
よ
び
海
舟
の
神
戸
の
海
軍
塾
も
、
塾
生
の
風
紀
の
乱
れ

そ
の
よ
う
な
中
、
九
月
十

一
日
、
薩
摩
の
大
島
吉
之
助
（
西
郷
隆
盛
）
が
大

実
権
を
握
り
、
文
久
改
革
期
の
政
治
体
制
を
否
定
し
幕
権
強
化
の
動
き
が
進
ん

そ
の
後
海
舟
は
、
禁
果
守
衛
総
督
一
橋
慶
喜
の
命
を
受
け
、
四
国
艦
隊
の
下

記
に
記
し
て
い
る
（
元
治
元
年
七
月
二
十
二
日
条
）
。

州
の
残
党
狩
り
よ
り
も
、
京
都
へ
の
米
穀
輸
送
路
の
確
保
の
た
め
物
流
の
要
で

あ
る
大
坂
を
押
さ
え
る
こ
と
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
た
建
言
書
を
日

関
砲
撃
を
止
め
る
た
め
豊
後
姫
島
へ
赴
い
た
。

日
記
に
よ
る
と
八
月
十
四
日
に

海
舟
は
姫
島
へ
到
着
す
る
が
、
こ
の
時
は
す
で
に
休
戦
し
た
後
で
、
海
舟
は
現

地
の
状
況
を
聴
取
し
て
兵
庫
へ
帰
っ
た
。

禁
門
の
変
後
、
江
戸
で
は
、
老
中
諏
訪
忠
誠
ら
い
わ
ゆ
る
復
古
派
の
閣
老
が

で
い
た
。
江
戸
の
軍
艦
組
の
内
部
で
も
不
和
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
様
子
を
聞

く
。
九
月
ご
ろ
か
ら
海
舟
は
江
戸
の
幕
閣
批
判
を
日
記
に
記
す
よ
う
に
な
る
。

坂
の
海
舟
の
も
と
を
訪
ね
た
。
海
舟
は
西
郷
に
幕
府
の
内
情
を
打
明
け
、
こ
の

ま
ま
で
は
瓦
解
の
近
い
こ
と
を
語
っ
た
。
西
郷
お
よ
び
薩
摩
藩
の
方
針
転
換
に

決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
有
名
な
会
見
で
あ
る
。

等
の
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
六
月
に
幕
府
か
ら
三
千
両
の
資
金
が
支
給
さ
れ

（
元
治
元
年
七
月
晦
日
条
）
、
九
月
晦
日
に
は
操
練
所
の
門
の
上
棟
ま
で
こ
ぎ

つ
け
た
。
ま
た
、
明
石
藩
か
ら
の
入
塾
（
同
年
九
月
三
日
条
）
と
久
留
米
藩
か

ら
の
入
塾
（
同
年
九
月
十
三
日
条
）

の
記
事
が
み
ら
れ
る
。



変
わ
ら
ず
海
舟
の
も
と
を
お
と
ず
れ
、
政
局
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提

た 前
藩
主
徳
川
茂
徳
が
十
月
十
五
日
大
坂
入
り
し
、
海
舟
は
軍
艦
の
手
配
等
に
走

り
廻
さ
れ
る
。
そ
の
さ
な
か
突
然
、
十
月
二
十
二
日
江
戸
帰
府
の
命
が
下
り
、

海
舟
は
陸
路
で
江
戸
へ
帰
っ
た
。
日
記
上
欄
に
は
、
そ
の
道
中
で
海
舟
が
詠
ん

だ
和
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。
帰
府
後
の
十
一
月
十
日
、
海
舟
は
軍
艦
奉
行
を
罷

免
さ
れ
、
勤
仕
並
寄
合
と
な

っ
た
。

十
一
月
の
人
事
で
江
戸
の
軍
艦
操
練
所
で

は
同
役
の
矢
田
堀
景
蔵
を
は
じ
め
荒
井
郁
之
助
・
伴
鉄
太
郎
ら
が
排
除
さ
れ

（
同
年
十
一
月
二
十
三
日
・
ニ
十
五
日
条
）
、
神
戸
海
軍
操
練
所
の
廃
止
が
海

舟
の
も
と
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
年
明
け
て
元
治
二
年
（
慶
応
元
年
）
三
月
十

八
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
慶
応
二
年
五
月
に
再
び
召
し
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
海
舟
に
と

っ
て
政
治
的
空
白
の
時
間
と
な
る
。
日
記
に
は
、
海
舟
が
神
戸
に
持
っ
て
い
た

知
行
所
を
蔵
米
に
引
き
替
え
る
手
続
き
や
、
高
家
に
対
す
る
年
始
の
進
献
な
ど
、

し
か
し
閑
居
と
は
う
ら
は
ら
に
、
江
戸
の
海
舟
の
塾
は
入
塾
者
が
増
加
し
て

塾
内
が
手
狭
に
な
り
、
塾
生
の
中
に
は
町
家
に
住
ま
い
を
借
り
る
者
も
出
て
き

（
慶
応
元
年
閏
五
月
二
十
四
日
条
）
。
薩
摩
・
越
前
を
は
じ
め
諸
藩
士
が
相

供
す
る
。
誤
報
も
多
い
が
、
対
馬
藩
の
藩
内
抗
争
や
長
州
藩
の
動
き
に
関
し
て

海
舟
が
得
た
風
説
が
記
さ
れ
、
長
州
藩
の
村
田
蔵
六
（
大
村
益
次
郎
）
が
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス

コ
ヘ
渡
っ
た
と
い
う
噂
（
慶
応
元
年
正
月
十
四
日
条
）
が
当
時
あ

っ
た
こ
と
も
興
味
深
い
。
水
戸
天
狗
党
の
動
向
に
つ
い
て
も
関
心
を
持
ち
、
情

幕
臣
と
し
て
の
事
務
や
俊
礼
の
様
子
が
具
体
的
に
記
さ
れ
る
。
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公
法
」
（
清
国
版
か
ら
の
翻
訳
）

で
、
そ
の
版
元
は
万
屋
兵
四
郎
で
あ
っ
た
。

万
屋
兵
四
郎
こ
と
福
田
鳴
鵞
（
敬
業
）
は
西
洋
書
籍
の
漢
訳
版
を
多
く
発
行
し

た
書
陣
で
、
海
舟
と
の
親
交
が
深
い
人
物
で
あ
る
。
そ
の
刊
行
に
閑
居
中
の
海

舟
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
様
子
が
、
慶
応
元
年
六
月
か
ら
同

二
年
前
半
に
か
け
て
の
記
事
中
に
み
ら
れ
る
。
本
書
は
、
松
平
春
嶽
を
は
じ
め

久
留
米
藩
・
対
馬
藩
等
海
舟
と
交
流
の
あ
る
諸
藩
に
配
ら
れ
た
。
も
う
―
つ
は

「
海
軍
括
要
」
で
、
慶
応
二
年
三
月
頃
出
版
に
関
す
る
記
事
が
み
ら
れ
る
。
こ

れ
も
翻
訳
本
で
、
発
行
は
海
舟
の
赤
坂
の
私
塾
「
氷
解
塾
」
、
版
元
は
日
記
の

記
述
か
ら
江
戸
の
和
泉
屋
善
兵
衛
と
思
わ
れ
る
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料

室
に
校
正
本
の
一
部
が
所
蔵
）
。
本
書
は
、
慶
応
二
年
三
月
二
十
四
日
和
泉
屋

か
ら
七
五
部
が
納
め
ら
れ
、
校
正
本
が
開
成
所
へ
提
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
海
舟

は
、
久
留
米
藩
や
肥
後
藩
、
薩
摩
藩
等
諸
方
面
に
本
書
を
配
布
し
て
い
る
。

な
お
日
記
中
に
は
、
長
崎
に
い
る
海
舟
の
愛
妾
梶
く
ま
が
、
海
舟
の
子
梅
太

郎
を
出
産
し
た
報
せ
を
受
け
た
記
事
（
元
治
二
年
正
月
二
十
二
日
条
）
や
長
男

小
鹿
が
開
成
所
の
数
学
世
話
心
得
に
な
っ
た
記
事
（
慶
応
元
年
七
月
八
日
条
）

な
ど
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
記
述
も
散
見
さ
れ
る
。

へ
の
関
与
が
あ
る
。

―
つ
は
慶
応
二
年
初
頭
頃
に
出
さ
れ
た
開
成
所
版
「
万
国

ま
た
閑
居
中
の
海
舟
の
行
動
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
二
つ
の
出
版
物
の
刊
行
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入
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記
し
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い
る
。



解

説
和
訳
覚
書
写

（
口
絵
写
真
4
参
照
）
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「
海
舟
日
記
」
第
四
冊
中
に
挟
み
込
ま
れ
、
二
枚
の
「
二
」
銘
青
罫
紙
に
墨

書
で
片
仮
名
交
じ
り
の
和
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
西
洋
諸
国
が
日
本

と
の
通
信
を
望
む
の
は
互
い
に
交
易
に
よ
っ
て
国
用
を
助
け
る
た
め
で
あ
り
、

そ
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
た
め
の
条
約
締
結
で
あ
る
こ
と
、

る
。
さ
ら
に
、
西
洋
諸
国
は
忍
耐
も
限
界
で
、

し
か
し
日
本
は
こ
れ

を
遵
守
し
な
い
ど
こ
ろ
か
横
浜
鎖
港
の
通
告
や
「
長
門
之
大
名
」
（
長
州
藩
）

が
下
関
で
洋
船
へ
の
砲
撃
を
行
っ
た
の
は
言
語
道
断
で
あ
り
、
こ
れ
を
た
だ
ち

に
停
止
し
、
長
州
藩
を
処
罰
し
て
下
関
の
通
航
を
認
め
る
こ
と
を
要
求
し
て
い

日
本
が
も
し
す
み
や
か
な
処
置

「
大
君
」
（
将
軍
）
か
「
皇
帝
」
（
天
皇
）
か
「
大
名
之
衆
論
」
の
い
ず
れ
が
持

本
文
書
は
、
海
舟
の
自
筆
で
は
な
い
と
み
ら
れ
、
作
成
さ
れ
た
時
と
場
所
に

つ
い
て
の
情
報
は
一
切
書
か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
文
面
か
ら
、
お
そ
ら
く
元

治
元
年
春
、
下
関
砲
撃
事
件
へ
の
報
復
の
た
め
長
崎
に
入
っ
た
英
仏
米
蘭
の
四

国
艦
隊
を
抑
え
る
た
め
に
、
海
舟
が
長
崎
へ
派
遣
さ
れ
た
時
の
交
渉
記
録
の
一

つ
と
考
え
ら
れ
る
。
「
海
舟
日
記
」
第
三
冊
に
よ
る
と
、
海
舟
は
三
月
二
十
三

日
に
長
崎
入
り
し
、
長
崎
奉
行
と
と
も
に
オ
ラ
ン
ダ
・
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス

公
使
と
交
渉
し
、
そ
の
結
果
砲
撃
の
二
か
月
延
引
の
約
束
を
と
り
つ
け
た
。
本

つ
か
日
本
が
み
ず
か
ら
決
定
し
そ
の
回
答
を
待
っ
と
通
告
し
て
い
る
。

を
し
な
け
れ
ば
、
力
を
も
っ
て
条
約
を
再
定
す
る
こ
と
と
し
、
条
約
締
結
権
を

二
枚

〈
付
属
文
書
に
つ
い
て
〉

の
瓦
版
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。

に
挿
入
し
て
お
い
た
も
の
と
記
し
て
い
る
が
、
当
館
が
収
集
し
た
時
点
で
は
こ

状
況
と
被
災
の
範
囲
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
写
真
説
明
で
は
海
舟
が
「
日
記
」

文
書
は
、
海
舟
が
交
渉
し
た
相
手
国
公
使
の
い
ず
れ
か
の
発
言
な
い
し
文
書
を

和
訳
し
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
文
書
は
、
そ
の
内
容
か
ら
、

と
思
わ
れ
る
が
、
当
館
に
収
蔵
さ
れ
た
時
点
で
は
第
四
冊
に
挟
み
込
ま
れ
て
い

た
た
め
、
現
状
の
ま
ま
と
し
た
。

元
来
は
第
三
冊
に
付
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た

な
お
、
第
四
冊
に
付
属
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
も
の
と
し
て
、
勁
草
書
房
版

『
勝
海
舟
全
集
』
第
一
八
巻
口
絵
写
真
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
資
料
が
あ
る
。
こ

れ
は
「
京
都
大
火
之
略
図
」
と
題
す
る
瓦
版
で
、
禁
門
の
変
で
お
き
た
大
火
の
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た
こ
と
を
聞
い
た
（
同
盟
の
成
立
は
正
月
二
十
一
日
）
。

こ。t
 第

五
冊
に
も
、
「
海
舟
日
記
抄
」
編
纂
時
に
抄
出
箇
所
を
指
示
し
た
と
お
も

じ
さ
れ
て
い
た
が
、
修
復
時
に
薄
紙
は
撤
去
し
た
。

虫
損
・
破
損
の
状
態
が
ひ
ど
く
、
も
っ
と
も
損
傷
が
激
し
か
っ
た
（
口
絵
写
真

法
量

海
舟
日
記
第
五
冊

解

説

資
料
番
号
9
4
2
0
1
7
0
1

縦
一
八
•
四

c
m
x横
―
ニ
・
八
C
m

と
思
わ
れ
る
大
坂
か
ら
の
報
告
は
、

全
一
五

0
丁
（
墨
付
一
三
二
丁
）

無
銘
青
罫
紙
を
料
紙
と
し
、
茶
色
の
表
紙
を
付
け
て
袋
綴
じ
さ
れ
て
い
る
。

当
館
に
よ
る
収
集
時
、
「
海
舟
日
記
」
全
二
五
冊
の
う
ち
こ
の
第
五
冊
が
、

6
)
。
こ

の
た
め
、
欠
損
に
よ
る
判
読
不
能
な
箇
所
が
い
く

つ
か
あ
り
、
そ
の

部
分
に
つ

い
て
は
「
海
舟
日
記
抄
」
の
記
述
を
も

っ
て
補

っ
た
。

ま
た
、
修
理

前
に
は
、
表
紙
の
上
に
後
補
と
お
も
わ
れ
る
薄
紙
が
か
け
ら
れ
そ
の
上
に
糸
綴

わ
れ
る
付
箋
が
数
枚
残
っ
て
お
り
、
そ
の
記
載
内
容
は
、
本
文
上
欄
に
掲
載
し

前
冊
に
引
き
続
き
、
海
舟
は
江
戸
で
閑
居
中
で
あ
る
。
そ
の
間
、
慶
応
元
年

（
一
八
六
六
）
五
月
に
長
州
再
征
の
た
め
進
発
し
た
将
軍
家
茂
と
京
坂
の
政
局
、

長
州
の
情
勢
に
関
す
る
情
報
が
入
っ
て
く
る
。
と
く
に
門
人
佐
藤
与
之
助
か
ら

し
ば
し
ば
日
記
に
み
ら
れ
る
。
十
月
、
友

人
か
ら
家
茂
の
辞
任
騒
動
の
風
聞
に
接
し
た
時
に
は
、
海
舟
は
将
軍
を
そ
こ
ま

で
追
い
つ
め
た
政
治
状
況
へ
の
悲
憤
の
思
い
を
日
記
に
綴
っ
た
（
慶
応
元
年
十

月
十
二
日
条
）。

明
け
て
慶
応
二
年
二
月
朔
日
、
海
舟
は
薩
長
同
盟
が
結
ば
れ

帰

っ
た
直
後
の
八
月
十
六
日
、

し
た
。

記
事
が
見
ら
れ
、

そ
の
よ
う
な
中
、

一
橋
慶
喜
は
海
舟
を
召
し
て
停
戦
の
使
者
に
立

慶
応
二
年
の
夏
は
、
第
二
次
長
州
戦
争
の
影
響
に
よ
る
米
価
の
高
騰
で
、
江

戸
を
は
じ
め
各
地
で
打
ち
こ
わ
し
の
騒
動
が
相
次
い
だ
。

日
記
中
に
も
江
戸
の

打
ち
こ
わ
し
（
慶
応
二
年
五
月
七
日
・
ニ
十
九
日
、
六
月
朔
日
・
ニ
日
条
）

の

ま
た
大
坂
か
ら
の
来
翰
中
に
兵
庫

・
大
坂
の
打
ち
こ
わ
し

五
月
二
十
八
日
海
舟
は
登
城
命
令
を
受
け
、
軍
艦
奉
行
に

再
任
さ
れ
た
。
彼
に
与
え
ら
れ
た
任
務
は
、
上
坂
し
て
長
州
再
征
を
め
ぐ
る
会

津
・
薩
摩
藩
と
の
間
の
確
執
を
調
停
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
海
舟
は
六
月
二
十

二
日
に
着
坂
し
（
江
戸
か
ら
大
坂
へ
の
移
動
中
の
六
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
条

は
記
載
が
な
い
）
、
上
京
し
て
両
藩
と
の
調
停
に
奔
走
す
る
と
と
も
に
、
閣
老

ら
に
対
し
征
長
問
題
へ
の
提
言
や
幕
府
内
の
現
状
に
対
す
る
建
言
書
を
数
度
に

わ
た
り
上
呈
し
た
（
な
お
、
こ
の
時
期
の
事
績
と
建
言
の
内
容
は
「
海
舟
日
記

抄
」
中
の
「
建
言
始
末
」
と
題
す
る
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
）
。
し
か
し
彼
の

建
言
に
対
し
、
閣
老
ら
は
耳
は
傾
け
て
も
こ
れ
を
採
用
す
る
こ
と
は
な
く
、
失

望
し
た
海
舟
は
日
記
の
中
で
辞
職
の
思
い
を
た
び
た
び
記
す
よ
う
に
な
る
。
こ

の
頃
将
軍
家
茂
は
重
病
に
お
ち
い
り
、

七
月
二
十
一
日
つ
い
に
大
坂
城
で
斃
去

六
月
に
戦
端
が
開
か
れ
た
第
二
次
長
州
戦
争
は
、
幕
府
側
の
敗
色
が
濃
厚
と

な
り
、
九
州
の
幕
府
軍
を
指
揮
し
て
い
た
老
中
小
笠
原
長
行
が
小
倉
か
ら
逃
げ

つ
よ
う
命
じ
た
。
海
舟
は
た
だ
ち
に
芸
州
へ
向
か
い
、
九
月
二
日
宮
島
で
広
沢

（同
年
六
月
二
日
条
）
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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の
渡
仏
に
関
す
る
記
事
が
目
を
ひ
く
。

こ
と
と
な
る
。

と
、
次
男
四
郎
危
篤
の
報
せ
で
あ
っ
た
（
慶
応
二
年
九
月
二
十
六
日
条
）
。
慶

使
命
を
受
け
た
時
、
海
舟
は
慶
喜
に
今
後
の
方
針
を
「
衆
議
御
採
用
」
（
慶

応
二
年
八
月
二
十
五
日
条
）
と
す
る
旨
を
確
認
し
、
京
都
を
発
っ
た
。
し
か
し
、

宮
島
滞
在
中
の
八
月
晦
日
に
知
ら
さ
れ
た
勅
命
は
、
将
軍
甍
去
の
た
め
の
一
時

休
兵
と

「侵
掠
之
地
」
を
引
払
う
べ
し
と
い
う
、
幕
府
側
の
一
方
的
な
内
容
で

海
舟
の
も
と
に
、
江
戸
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
の
は
、

の
問
の
状
況
は
、

兵
助
（
真
臣
）
•
井
上
聞
多
（
馨
）
ら
長
州
藩
側
と
会
見
を
お
こ
な
っ
た
。
そ

八
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
幕

府
留
学
生
の
選
抜
試
験
に
長
男
小
鹿
が
声
も
か
け
ら
れ
ず
選
か
ら
漏
れ
た
こ
と

応
二
年
四
月
幕
府
は
留
学
の
た
め
の
海
外
渡
航
を
正
式
に
許
可
し
、
海
舟
は
小

鹿
と
四
郎
の
留
学
希
望
を
申
請
し
て
い
た
。
小
鹿
が
排
除
さ
れ
た
理
由
に
つ
い

て
、
海
舟
は
自
分
が
幕
府
内
で
忌
避
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
、
そ
の

後
こ
れ
を
見
返
す
か
の
よ
う
に
私
費
を
投
じ
て
小
鹿
を
米
国
留
学
へ
送
り
出
す

慶
応
二
年
十
月
帰
府
命
令
が
下
り
、
十
六
日
海
舟
は
江
戸
に
着
い
た
。
そ
の

後
の
日
記
は
記
事
が
大
き
く
減
り
、
海
舟
の
失
意
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。
こ

の
頃
は
、
海
軍
局
で
の
業
務
関
連
記
事
の
他
、
孝
明
天
皇
の
崩
御
や
徳
川
昭
武

そ
の
他
、
家
庭
内
に
関
す
る
事
項
で
は
、
、
梅
太
郎
を
産
ん
だ
長
崎
の
愛
妾

梶
く
ま
が
死
去
し
た
報
せ
を
受
け
た
記
事
（
慶
応
二
年
四
月
二
十
九
日
条
）
や
、

あ
っ
た
。
帰
着
後
、
憤
憑
や
る
か
た
な
く
、
致
仕
東
帰
の
念
が
つ
の
る
在
京
の

日
記
中
多
く
の
紙
幅
を
割
い
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。

「
大
谷
五
介
」
名
剌

縦
一
八

•
O
c
m
x横
三
・
ニ

c
m

（
口
絵
写
真
9
参
照
）

そ
の
部
分
が
山
折
り
さ
れ
て
い
る
。
名
刺
に
記
さ
れ
る
大
谷
五
介
の
人
物
と
年

（
口
絵
写
真
9
参
照
）

縦
一
三
•
O
c
m
x横
五
・
七

c
m

後
年
（
明
治
期
）
と
思
わ
れ
る
海
舟
の
自
筆
で
「
将
軍
塊
去

件
」
と
メ
モ
書
き
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
日
記
中
、
慶
応
二
年
七
月
二
十
日

に
死
去
し
た
将
軍
家
茂
の
発
喪
が
八
月
二
十
日
に
お
こ
な
わ
れ
、
こ
れ
に
先
立

つ
八
月
十
七
日
に
海
舟
が
一
橋
慶
喜
か
ら
第
二
次
長
州
戦
争
の
停
戦
調
停
を
命

じ
ら
れ
て
京
都
を
発
つ
く
だ
り
に
挟
み
込
ま
れ
て
い
た
も
の
で
、
あ
る
い
は
後

年
に
海
舟
が

「断
腸
之
記
」
等
自
身
の
事
績
に
関
す
る
著
作
を
お
こ
な
っ
た
お

り
の
参
考
に
日
記
を
使
用
し
た
形
跡
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

b

墨
書
紙
片

a
 

一
枚

代
に
つ
い
て
は
、
と
も
に
不
明
。

長
州
使
命
之

第
五
冊
中
に
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
。
上
部
が
大
き
く
余
白
と
な
っ
て
お
り

一
枚

〈
付
属
文
書
に
つ
い
て
〉

留
守
中
の
家
族
へ
あ
て
た
生
活
費
等
を
記
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
巻
末
裏
表
紙
の
見
返
し
に
、
「
丙
寅
六
月
よ
り
入
費
大
概
」
と
し
た

一
文
が
残
っ
て
い
る
。
慶
応
二
年
（
丙
寅
）
六
月
は
海
舟
が
上
坂
し
た
時
で
、

同
年
六
月
の
次
女
孝
子
の
縁
組
に
関
す
る
記
事
等
が
み
ら
れ
る
。
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六
（
東
洋
書
林
）

な
お
、
「
海
舟
日
記
(
-
)
」
と
同
様
、
本
冊
も
本
文
の
下
に
可
能
な
か
ぎ
り

人
名
に
関
す
る
注
を
ほ
ど
こ
し
た
。
人
名
注
の
作
成
に
あ
た
っ
て
利
用
し
た
主

な
参
考
文
献
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
海
舟
日
記
」
に
登
場
す
る
人
名
は
、

幕
臣
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
典
類
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
た
め
、
か
な
り
の

程
度
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
編
集
者
の
力
不
足
で
と
く
に
諸
藩
士
に
つ

い
て
は
不
明
な
箇
所
が
多
く
残

っ
た
。
維
新
史
研
究
者
を
は
じ
め
郷
土
史
研
究

な
お
人
名
の
う
ち
、
奥
平
壱
岐
に
つ
い
て
は
、
慶
應
義
塾
福
澤
研
究
セ

ン
タ
ー

西
澤
直
子
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

〈
主
な
参
考
文
献
〉

藩
主
人
名
事
典
編
纂
委
員
会
編
『
三
百
藩
藩
主
人
名
事
典
』
全
四
巻
（
新
人

物
往
来
社
）

家
臣
人
名
事
典
編
纂
委
員
会
編
『
三
百
藩
家
臣
人
名
事
典
』
全
七
巻
（
新
人

物
往
来
社
）

京
大
学
出
版
会
）

深
井
雅
海
・
藤
賓
久
美
子
編
『
江
戸
幕
府
役
職
武
鑑
編
年
集
成
』
三
四
＼
三

小
川
恭

一
編
著

『
寛
政
譜
以
降
旗
本
家
百
科
事
典
』
全
六
巻
（
東
洋
書
林
）

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
柳
営
補
任
』
全
六
巻
（
大
日
本
近
世
史
料
東

木
村
礎
ほ
か
編
『
藩
史
大
事
典
』
全
八
巻
（
雄
山
閣
）

日
本
歴
史
学
会
編

『
明
治
維
新
人
名
辞
典
』
（
吉
川
弘
文
館
）

等
各
界
か
ら
の
ご
教
示
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

解

説

中
金
武
彦
著
「
奥
平
壱
岐
か
ら
中
金
正
衡

へ
」
（
「
福
澤
手
帖
」
第
八

0
号）

報
別
冊
一
）

（
落
合
則
子
）

浅
井
壽
・
上
野
利
三
編
「
竹
斎
日
記
稿
I
」
（
松
阪
大
学
地
域
社
会
研
究
所

米
崎
新
一
著
『
赤
松
小
三
郎
先
生
』
（
信
濃
毎
日
新
聞
社
）

山
崎
正
董
著
『
横
井
小
楠
伝
』
（
日
新
書
院
）

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
維
新
史
料
網
要
』
五
＼
六
（
東
京
大
学
出
版
会
）

末
松
謙
澄
編
著
『
防
長
回
天
史
』
第
四
編
上
＼
第
五
編
下

名
著
出
版
）

福
井
市
編
『
福
井
市
史
』
資
料
編
五

明
治
二
年
殉
難
十

富
田
仁
編
『
海
を
越
え
た
日
本
人
名
事
典
』
（
日
外
ア
ソ
シ
ェ
ー
ツ
）

日
閑
学
会
編
『
洋
学
史
事
典
』
（
雄
松
堂
出
版
）

石
附
実
著
『
近
代
日
本
の
海
外
留
学
史
』
（
中
公
文
庫
）

慶
應
義
塾
図
書
館
編
『
木
村
摂
津
守
喜
毅
日
記
』
（
塙
書
房
）

佐
藤
政
養
遺
墨
研
究
会
編
『
政
養
佐
藤
与
之
助
資
料
集
』

中
金
武
彦
著
「
奥
平
壱
岐
覚
書
」
（
「
福
澤
手
帖
」
第
七
八
号
）

高
原
泉
著
「
開
成
所
版
『
万
国
公
法
』
の
刊
行
ー
万
屋
兵
四
郎
と
勝
海
舟
を

め
ぐ
っ
て
—
」

志
士
余
録
』

（
中
央
大
学
大
学
院
研
究
年
報
第
二
九
号
法
学
研
究
科
篇
）

鶴
久
二
郎
・
古
賀
幸
雄
編
『
久
留
米
藩
幕
末
維
新
史
料

『
南
紀
徳
川
史
』
八
（
復
刻
版

維
新
史
料
編
纂
会
編
『
維
新
史
』
附
録
（
吉
川
弘
文
館
）
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